
消費生活相談

多重債務相談

消費者教育・消費者啓発
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　訪問販売や訪問購入などの不意打ち的な取引で契約した場合に、一定の期
間内であれば無条件で、契約を解除できる消費者保護制度です。

　クーリング・オフの期間は、訪問販売（キャッチセールス、アポイントメントセールス等を含む）、訪
問買取（押し買い）、電話勧誘販売などは8日間、連鎖販売取引（マルチ商法）、業務提供誘引販売（内
職商法、モニター商法）は20日間です。この期間は、法定書面を受け取った日からのものです。書面
交付がない場合、クーリング・オフ期間は進行しません。

　① クーリング・オフは必ず、ハガキなどの書面で通知します。
　② 書面は両面をコピーして控えとして保管し、特定記録郵便または簡易書留で送ります。
　③ クレジット払いで契約した場合は、クレジット会社（信販会社）にも同じように通知します。　　
　※クーリング・オフができない契約もあります。消費生活センターにお問い合わせください。

見守りについて
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　悪質業者は、高齢者の生活環境や不安につけこみ、言葉たくみに近づいてきます。
　一人暮らしや、高齢者のみの世帯ばかりが狙われるわけではありません。同居の家族がいても、
昼間一人で家にいて孤独を感じることから、話し相手になってくれる販売員のことを親切な人だと信
用してしまい、被害にあっていることに気づかないケースもあります。
　見慣れない人が頻繁に出入りしている、同じような商品が必要以上においてある、景品をもらえ
る会場に出入りしている、コンビニエンスストアで多額のプリペイドカードを購入している、など気
になる様子が見られたら、まずは声をかけ、世間話の中で「何か困っていることはないか」など自然
に聞いてみましょう。

クーリング・オフの方法
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